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清

風

ク

ラ

ブ

総括
質問
主な質問と答弁

６
月
定
例
会

い
る
。
遠
隔
地
で
の
保
管
は

行
っ
て
い
な
い
。

特
定
不
妊
治
療
の
現
状

問　
不
妊
治
療
環
境
の
整
備
に

つ
い
て
意
見
を
伺
う
。

健
康
・
こ
ど
も
部
長　
市
民
病

院
で
特
定
不
妊
治
療
を
実
施
す

る
こ
と
や
特
定
不
妊
治
療
を
行

う
医
療
機
関
を
本
市
へ
誘
致
す

る
こ
と
は
現
在
考
え
て
い
な
い
。

問　
市
民
病
院
が
看
護
師
奨
学

資
金
事
業
を
実
施
し
て
い
る
観

点
か
ら
、
同
様
に
必
要
な
医
師

を
育
て
る
こ
と
も
可
能
で
は
な

い
か
。

健
康
・
こ
ど
も
部
長　
医
師
は

臨
床
研
修
の
終
了
後
に
診
療
科

を
選
択
す
る
た
め
、
看
護
師
奨

学
資
金
事
業
の
よ
う
な
制
度
は

適
当
で
な
い
と
考
え
て
い
る
。

黒
部
　
栄
三 

議
員

市

長

に

問

う

「
防
災
対
策
」

問　
東
日
本
大
地
震
の
発
生
か

ら
３
か
月
が
経
過
し
た
が
、
津

波
や
ゲ
リ
ラ
豪
雨
へ
の
対
応
な

ど
、
本
市
の
防
災
計
画
に
つ
い

て
伺
い
た
い
。

市
長　
現
在
検
証
を
進
め
て
い

る
が
、
短
期
的
に
は
「
津
波
避

難
ビ
ル
」
の
指
定
、
津
波
に
よ

る
浸
水
状
況
の
シ
ミ
ュ
レ
ー

シ
ョ
ン
映
像
や
防
災
マ
ッ
プ
の

制
作
な
ど
を
行
う
。
ま
た
「
災

害
時
要
援
護
者
避
難
支
援
プ
ラ

ン
」
の
推
進
や
、
避
難
所
の
安

全
対
策
・
運
営
の
見
直
し
な
ど

が
あ
る
。
長
期
的
に
は
河
川
の

改
修
や
整
備
、
建
築
物
の
耐
震

化
対
策
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
る
。

本
市
で
は
「
ゲ
リ
ラ
豪
雨
」
に

早
期
に
対
応
す
る
た
め
、
平
成

21
年
度
に
導
入
し
た
「
防
災
気

象
情
報
シ
ス
テ
ム
」
に
よ
り
24

時
間
体
制
で
気
象
監
視
や
解
析

を
行
い
、
初
動
災
害
対
応
を
迅

速
化
し
て
い
る
。
今
後
は
市
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
情
報
を
提
供

す
る
ほ
か
、
気
象
情
報
の
メ
ー

ル
配
信
な
ど
に
取
り
組
ん
で
い

き
た
い
。

防
災
危
機
管
理
部
長　
「
津
波

避
難
ビ
ル
」
に
つ
い
て
は
、
Ｊ

Ｒ
東
海
道
線
以
南
の
地
域
で
新

耐
震
基
準
に
適
合
す
る
も
の
を

抽
出
し
て
い
る
。
早
急
に
取
り

組
み
、
秋
口
を
め
ど
に
進
め
て

い
き
た
い
。

豊
か
な
心
を
育
む

英

語

教

育

問　
私
は
、
百
年
の
計
は
教
育

に
あ
る
と
考
え
る
。
子
供
た
ち

が
外
国
人
と
交
流
す
る
こ
と
や

英
語
に
興
味
を
持
つ
こ
と
は
、

世
界
が
広
が
り
大
変
有
意
義
で

あ
る
。
し
か
し
、
日
本
語
や
日

本
の
文
化
、
歴
史
、
伝
統
の
学

習
も
必
要
で
は
な
い
か
。

市
長　
今
年
度
、
小
学
校
５
・

６
年
生
に
外
国
語
活
動
が
導
入

さ
れ
た
。
こ
れ
は
外
国
語
や
外

国
の
文
化
に
触
れ
る
こ
と
で
、

あ
ら
た
め
て
日
本
へ
の
理
解
を

深
め
る
こ
と
も
目
的
と
し
て
い

る
。
中
学
校
の
英
語
で
も
、
日

本
の
伝
統
文
化
を
外
国
の
人
々

に
発
信
す
る
力
を
養
っ
て
い

る
。
こ
れ
か
ら
ま
す
ま
す
国
際

化
が
進
み
、
文
化
の
相
互
理
解

が
必
要
に
な
る
。
学
校
教
育
に

お
け
る
伝
統
文
化
の
指
導
も
大

事
だ
と
思
っ
て
い
る
。

農
業
の
担
い
手

問　
農
業
後
継
者
の
育
成
に
つ

い
て
さ
ま
ざ
ま
な
メ
ニ
ュ
ー
が

示
さ
れ
て
い
る
が
、
ど
れ
も
総

花
的
で
イ
ン
パ
ク
ト
に
乏
し

い
。
も
っ
と
現
場
の
意
見
を
聞

き
対
応
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

 

佐
藤
　
貴
子 

議
員

震
災
か
ら
の
教
訓

問　
３
月
11
日
の
地
震
発
生

後
、
電
話
回
線
が
混
乱
し
て
い

る
こ
と
は
家
庭
で
も
す
ぐ
に
把

握
で
き
た
。
小
学
生
の
下
校
に

つ
い
て
は
学
校
に
よ
り
対
応
が

異
な
っ
た
よ
う
だ
が
、
教
育
委

員
会
か
ら
各
学
校
へ
の
指
示
伝

達
は
ど
の
よ
う
に
さ
れ
た
の
か
。

防
災
危
機
管
理
部
長　
地
震
発

生
当
初
、
安
全
確
保
や
学
校
施

設
の
被
害
状
況
を
電
話
で
確
認

し
、
余
震
に
備
え
児
童
・
生
徒

の
安
全
を
第
一
に
考
え
た
適
切

な
対
応
を
と
る
よ
う
指
示
し
た
。

問　
電
話
も
使
え
な
い
状
態
で

あ
り
、
震
度
４
～
５
以
上
の
地

震
発
生
時
に
は
必
ず
保
護
者
が

迎
え
に
行
く
と
い
っ
た
こ
と
が

徹
底
さ
れ
て
い
た
ら
、
今
回
の

よ
う
に
子
供
が
一
人
家
で
過
ご

す
よ
う
な
こ
と
は
な
か
っ
た
の

で
は
な
い
か
。

教
育
総
務
部
長　
こ
れ
ま
で
の

マ
ニ
ュ
ア
ル
で
は
、
地
震
の
震

度
に
よ
る
判
断
基
準
や
対
応
方

針
は
決
め
ら
れ
て
い
な
か
っ

た
。
学
校
の
主
体
的
な
判
断
に

ゆ
だ
ね
ら
れ
て
い
た
こ
と
で
、

今
回
の
地
震
の
際
は
混
乱
を
招

い
て
し
ま
っ
た
。
今
後
は
特
別

な
連
絡
が
な
く
て
も
自
動
的
に

保
護
者
が
引
き
取
り
を
す
る
よ

う
な
対
応
方
針
を
定
め
、
学
校

を
通
じ
て
保
護
者
や
地
域
住
民

へ
知
ら
せ
て
い
き
た
い
。

問　
固
定
電
話
や
携
帯
電
話
が

通
じ
な
い
状
況
を
踏
ま
え
た
対

応
策
を
検
討
し
て
い
る
の
か
。

防
災
危
機
管
理
部
長　
各
学
校

に
無
線
機
を
配
備
し
、
教
育
委

員
会
と
各
学
校
の
間
で
情
報
の

発
信
・
収
集
を
行
う
こ
と
が
最

良
の
手
段
と
考
え
て
い
る
。
一

斉
配
備
に
向
け
検
討
し
て
い
く
。

問　
市
役
所
に
勤
務
す
る
職
員

の
行
動
は
、
マ
ニ
ュ
ア
ル
に

従
っ
た
も
の
で
あ
っ
た
か
。

防
災
危
機
管
理
部
長　
職
員
の

配
備
に
関
す
る
情
報
の
伝
達

は
、
適
切
に
実
施
さ
れ
た
。

問　
今
回
の
震
災
後
の
対
応
で

反
省
す
べ
き
こ
と
は
な
か
っ
た

の
か
。

防
災
危
機
管
理
部
長　
「
避
難

所
に
情
報
が
入
っ
て
こ
な
い
」

「
停
電
に
よ
り
無
線
機
が
使
え

な
か
っ
た
」「
帰
宅
困
難
者
へ

の
対
応
マ
ニ
ュ
ア
ル
が
な
く
苦

慮
し
た
」
な
ど
の
課
題
が
明
ら

か
に
な
っ
た
。
今
後
検
証
し
た

上
で
、
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
見
直
し

を
図
っ
て
い
く
。

電
子
カ
ル
テ
の
活
用
は

問　
電
子
カ
ル
テ
の
導
入
は
院

内
の
情
報
共
有
に
つ
な
が
る

が
、
転
院
の
際
に
他
病
院
と
の

情
報
共
有
は
で
き
な
い
の
か
。

市
民
病
院
事
務
局
長　
市
民
病

院
の
院
内
シ
ス
テ
ム
を
利
用
し

て
診
療
情
報
提
供
書
を
作
成

し
、
画
像
デ
ー
タ
を
電
子
媒
体

に
記
録
し
て
患
者
に
渡
し
て
い

る
。
提
供
す
る
情
報
量
が
増
え

る
こ
と
で
、
紹
介
先
で
の
検
査

の
重
複
な
ど
も
減
る
と
考
え
る
。

問　
電
子
カ
ル
テ
シ
ス
テ
ム
の

バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
管
理
や
、
遠
隔

地
で
の
デ
ー
タ
保
管
な
ど
は
行

わ
れ
て
い
る
の
か
。

市
民
病
院
事
務
局
長　
デ
ー
タ

の
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
に
つ
い
て
は

毎
日
行
い
、
院
内
で
保
管
し
て

市
長　
国
や
県
と
の
調
整
や
金

銭
的
課
題
も
あ
る
が
、
今
ま
で

実
施
し
て
き
た
諸
政
策
を
拡
充

し
、
農
地
の
集
積
や
拡
大
な
ど

の
基
盤
整
備
も
含
め
て
農
業
が

成
り
立
つ
よ
う
な
環
境
づ
く
り

を
進
め
た
い
。

経
済
部
長　
農
業
関
係
者
に
よ

る
異
業
種
交
流
が
行
わ
れ
て
い

る
が
、
技
術
や
販
売
方
法
を
他

業
種
か
ら
学
べ
る
な
ど
の
メ

リ
ッ
ト
が
あ
る
の
で
、
積
極
的

に
仕
掛
け
づ
く
り
を
し
た
い
。

振
り
替
え
休
業
へ
の

保
育
所
の
対
応
は

問　
節
電
対
策
で
製
造
業
を
中

心
と
し
た
企
業
が
土
・
日
曜
日

の
操
業
を
予
定
し
て
い
る
が
、

保
育
園
の
対
応
を
聞
き
た
い
。

健
康
・
こ
ど
も
部
長　
市
民
の

ニ
ー
ズ
を
把
握
す
る
た
め
、
今

年
６
月
初
旬
に
、
保
育
園
へ
入

所
し
て
い
る
児
童
約
３
５
０
０

人
の
保
護
者
を
対
象
に
ア
ン

ケ
ー
ト
を
実
施
し
た
。
そ
の
結

果
、
土
曜
日
の
保
育
希
望
が
２

５
８
人
、
日
曜
日
が
１
１
１
人

で
あ
っ
た
。
日
曜
日
の
保
育
は

民
間
保
育
所
１
園
で
実
施
中
で

あ
る
が
、
市
立
保
育
園
１
園
で

も
実
施
す
る
方
向
で
検
討
中
で

あ
る
。
今
後
の
申
し
込
み
状
況

や
市
民
の
ニ
ー
ズ
を
把
握
し
な

が
ら
対
応
し
て
い
き
た
い
。

　市議会では、市長から提出された議案などを審議し、市の意思を最終決定しています。
年4回、３月・６月・９月・12月に開かれる市議会定例会は、次のような流れで進みます。

市 議 会 の 議 案 審 査

最終日

⑤報告 各常任委員長が委員会での議案審査の経過や結果を報告し、質疑が行わ
れます。

⑥討論 議案について賛成・反対の意見が述べられます。

⑦採決 賛成・反対の採択を行い、議案の可決・否決などを最終決定します。

④常任委員会 付託された議案を各常任委員会で専門的に審査し、委員会としての賛成・
反対の意思を決定します。

初日 ①議案の提案説明 市長から議案（予算や条例など）の提案理由の説明を受けます。

２～５日目
②総括質問 議員が議案や市政全般について審議、質問し、市長の説明を求めます。

③委員会に付託 提案された議案等を、内容によって4つの常任委員会（総務経済、都市
建設、教育民生、環境厚生）に振り分けます。


